
富士市役所文化振興課
〒417-8601 静岡県富士市永田町 1 丁目100番地
TEL 0545-55-2875　FAX 0545-53-0789
Email：si-bunka@div.city.fuji.shizuoka.jp

【発行・問い合わせ先】

古谿荘は現在非公開となっています。
所有者への公開申し込みや問い合わせは
ご遠慮ください。

附・平面図　 2枚（大正 5年、大正 8年）

宅地　18,838.74㎡（約5,700坪）

　　　（門、守衛所、石造橋、石造擁壁を含む）

平成27年12月発行

●指 定 名 称 古谿荘　 9 棟

●指定年月日 平成17年12月27日

●指 定 番 号 建第2476号

●所　在　地 静岡県富士市岩淵233番地

●所　有　者 一般財団法人 野間文化財団

【国重要文化財指定概要】
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れ
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。
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四
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を
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昭
和
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三
年
六
十
一
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で
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。

　古谿荘は誰が設計して、誰が建て

たのか全く分かっていません。

　また、設計図も残されていません。

建築に関する記録がほとんど残って

いない中で、田中光顕と親交のあっ

た横山健堂（山口県出身の文学者）

の著述によると、「この山荘は建築、

その他万事一切、彼一人の設計に基

くものであると聞く。　･･･中略･･･

　彼は自ら称して田中式といふ。」と

あるように、設計や建築デザインに

ついては、すべて田中光顕自身が行っ

たと伝えられており、これを自ら「田

中式」と称していました。建物や庭

園には従来の様式にとらわれない独

特の発想に基づく設計やデザインが

随所に認められます。

よこやまけんどう

左右対称の床の間　富士見の間（鶴亀の間）

【古谿荘の概要】
　日本三代急流のひとつ、

富士川の西岸、富士市岩淵

（旧庵原郡富士川町）の高台

に、明治時代後期に建てら

れた木造建築があります。

　この建物は敷地内の字名

のひとつである古谿から「古

谿荘（こけいそう）」という

名前がつけられましたが、

後の所有者の名前から「野

間別荘（のまべっそう）」と

も呼ばれてきました。

　約520坪（1 ,714㎡）にも

及ぶ回廊で結ばれた 9 棟の

建物を中心として、日本庭

園や果樹園を主体とした西

洋庭園で構成された敷地は、

建設当初、約 1万 6千坪（52,

800㎡）を測ったとも言われ

ています。

　明治39年、時の宮内大臣、

田中光顕は、富士を仰ぎ伊

豆半島を望む風光明媚、気

候温暖なこの地に、一種の

迎賓館とも思われるほど大

規模な別荘の建築に着手し

ます。　明治の元勲らしく、

絶大な権力と財力で 3 年の

月日をかけて明治42年11月

（43年 9 月の記録もあり）　

完成します。格調高い書院

造りの大広間を中心に、材

料・工法とも木造建築の粋

を尽くした中に数寄屋をも

加味し、また明治時代特有

の新材料、輸入品や西洋工

法なども積極的に採り入れ、

伝統的和風建築と西洋建築

を融合させた近代和風建築

の最高峰ともいうべき建物

を造りあげました。また、

古谿荘に電気を通すために、

電力事業を計画していた芝

富村（現富士宮市芝川）の

四日市製紙（現王子エフテッ

クス株式会社）からいち早

く送電が開始されました。

　田中光顕は、大正 3 年か

ら 7 年までこの古谿荘で隠

居し、その後、蒲原町（現

静岡市清水区蒲原）宝珠荘

（現青山荘）に移りました。

昭和 9 年、満州国皇帝・溥

儀（ふぎ）に古谿荘献上の

話が持ち上がりますが、満

州国の方から辞退されたよ

うです。

　まもなく昭和11年に、古

谿荘は講談社初代社長野間

清治に譲られ、吉川英治や

川端康成といった文豪や各

界の名士がこの古谿荘を訪

れ、数々の歴史ロマンが生

まれました。現在は一般財

団法人野間文化財団により

大切に守られています。

　平成 17 年 12 月に、近代

和風建築の最高峰を示す建

造物のひとつとして、国の

重要文化財（建造物）に指

定されました。

こけい

国指定重要文化財

所　有 者 一般財団法人 野間文化財

指定内容

建物名称

玄 関 棟

応 接 棟

広 間 棟

大広間棟

居 間 棟

八 角 堂

管 理 棟

内　　蔵

板　　蔵

建築面積

55.89㎡

453.48㎡

175.43㎡

251.19㎡

207.95㎡

128.63㎡

147.43㎡

164.95㎡

129.13㎡

構　　造

木造、スレート葺

木造、桟瓦葺

木造、鉄板葺

木造、鉄板葺

木造、スレート葺

木造、スレート葺

木造、桟瓦葺

土蔵造、二階建、桟瓦葺

木造、三階建、桟瓦葺

建物総面積　1714.08㎡（約520坪）

古谿荘
大正５年、８年に描かれた絵図

により、建設当時の古谿荘全容

を知ることができます。給水・排

水方法、電線の埋設等、現代

にも通用する進んだ考え方がさ

れていることがわかります。

一葉庵（赤岩離邸）
古谿荘の北西400ｍほどの

谷津沢の上流、八坂神社

の南側に一葉庵と呼ばれる

離れがありました。ここから

は古谿荘の飲料水が引き

込まれ、現在は貯水池だけ

が残っています。

いち よう あん

芳野庵（吉津離邸）
古谿荘の北 1ｋｍほどに芳野庵がありました。

現在は東名高速道路上り線富士川サービス

エリアに様変わりしています。かつては3,000ｔ

もの大きな貯水池があり、そこからドイツ製の

鋳鉄管を使って古谿荘の庭園内に水を流し

ていました。

よし  の   あん

かつての芳野庵貯水池



⑲

⑫オガラ張りの天井

⑪

⑱
⑩⑰ 木村仲久 撮影

水洗便所と二つの蛇口⑯

便所は建設当初から水洗式で、庭の一角

には我が国最古級の浄化槽があります。

洗面台には「湯」・「水」二つの蛇口があ

ります。

浴室⑮

浴室の簀子は檜の

漆塗りで、天井は

湯気抜きの換気穴

が施され、地下の

ボイラーで風呂を

焚いていました。

ドイツ製分電盤⑬

古谿荘は当時の富士川町

における電灯の第一号で

した。照明器具はギヤマ

ンでできています。

⑭各部屋とつながる呼び鈴盤

⑨八角堂壁紙

大広間⑰

6 間×2.５間の上座の間と、これを取り囲む幅 2 間の広

縁（御縁座敷、延72畳）からなっており、100畳敷の

大広間とも呼ばれています。上座の中央には袋棚と、

その左右には付け書院のある6畳の床が配されて左右

対称の形式をとっています。屋根を支える小屋組みを

西洋建築技術の洋小屋組（キングポストトラス）とする

ことで、細い柱や長押ながら広 と々した

大空間を創出しています。

最も格の高い部屋に相応しく、柱は檜

の四方柾、長押・敷鴨居は檜の一本

もので最長36尺（10 .９ｍ）、袋棚周りは

すべてけやき板など、最高級材がふん

だんに使われています。

⑦

⑧

⑩

　庭園は、現存する回遊式日本庭園と、かつ

ては広大な果樹園と温室を有する西洋式庭園

からなっていました。各所から眺める富士山、

富士川、駿河湾、伊豆半島の借景は特筆す

べきものがあります。また、赤松と芝生の組み

合わせ、水の流れを主とした考え方、コンクリ

ート造りの滝や橋等、明治以降の新しい造園

手法で、西洋庭園の影響を感じさせます。

管理棟

玄関棟

応接棟

広間棟

①③

⑦

④

⑤

⑥

大広間棟

居間棟

通用門番所跡

⑦⑥

⑩⑩

⑧⑧⑨⑨

⑮⑮

③③

⑦⑦

⑳⑳

⑯⑯

⑪⑪

⑫⑫

⑭⑭

地形の高低差を活かして、複雑で立体的な園路や緩急のある水の流れを

楽しめるよう設計されています。貯水池や送水管の消失により水の流れは

現在途絶えています。

④白糸の滝（流水再現時） ⑤小川の流れる回遊庭園（流水再現時）

③広間棟中庭のコンクリート製手水鉢と
木製燈籠

②車寄せと玄関

古写真の石橋（現在とは異なる形）古写真の石橋（現在とは異なる形）

①伊豆石のアーチ式石橋

明治45年古写真
『田中青山伯』より

回廊で結ばれた9棟の建物

の中には、中庭が 3ヵ所あり

ます。居間棟の中庭は、芳

野庵から引かれた庭園用水

の湧き出し口でした。

回廊で結ばれた9棟の建物

の中には、中庭が 3ヵ所あり

ます。居間棟の中庭は、芳

野庵から引かれた庭園用水

の湧き出し口でした。

中庭中庭

回遊式日本庭園

大門を入ると玄関へ向かう切通しとなった

アプローチが続きます。

斜面には赤松や山野草が生い茂り、伊豆石

の石橋をくぐると車寄せ付きの正面玄関となり

ます。

アプローチ

舟底天井
玄関から途中、南方へ伸

びる幅一間の廊下。天井

は、竹とオガラの簀子張

りの数寄屋風に施され、

円形窓などから自由な感

性がうかがえます。

鶴の間　亀の間
（富士見の間）
鶴の間　亀の間
（富士見の間）

八角堂の南側には赤松

が植栽され、かつては

伊豆半島まで望めたそ

うです。

すのこ


